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（

講
　
　
謡
）

　
O
争

サ

イ

カ

の

解
剖
手

田
　
（

石

輝
）

　

　
　
　

　
　
　
〜

講

　
話

　

ニ

ニ

（21Q ）大正
亠

ノ、年七月十五H

●
ヤ

リ

イ
　

カ

の

解

剖

手

引

　

ヤ

リ

イ

カ

は

其
學
名
を

S
ミ
。

§
奪

民
罍

舅
吠

垂
z

と

云

ひ

本
邦
に

於
て

も

先
づ

普

迺
の

種

類
で

あ

る

が
、

そ

れ
に

近
い

も
の

で

混

同
し

易
い

も

の

が…
幾

舞

も

あ
る
Q80

ξ
。

ミ
ミ
シ

＝
c

葦
F
卜

〔
糞，噌
§

器

⊆
窰

ご

ト
、

§
ミ
〜、・（【

ω、
毳

蓬
逕
客

9、
b

ト

ぎ、
朗、
蒡
距

＝

〒

屮、
H

≒

等
は

皆
ヤ

ソ

イ

カ

の

種
粨…
で

わ

る

か

ら
、

夫

等
の

う

ち
で

何

れ
の

種
で

も

解

剖
用

材
料

と

し
て

選
び

、

此

手

引
に

據
つ

て

學
ぶ

．

こ

と

が

出

來
る

積
で

あ

る
Q

そ
の

他
ス

ル

メ

イ

も

O
ミ

茎
さ．（

嵐
萎

乳
c

§
叙

槽

ミ
羹
ミ
骸

（

加

二
豊．
7

∠

三
凶．）

を

用
ゐ

て

も

解
剖
に

は

差
支

は

な
い

。

普
池
よ

く

知
ら
る

｝

如

く

So
、

ミ
o

は

閉

眼

類
（

ジ

ζ
07

冖
含
）

に

属
し
、

眼

球
が

直
接

外
面
に

露
出
し
て

居
ら

す
、

眼

瞼
樣
の

膜

を
被

つ

て

居
る
．

然
る

に

ス

ル

メ

イ

カ

は

閉
眼

類

（
O
廃

ε
終
ゴ

）

で
、

此
膜
が

大
き

く

開
い

て

居
て
、

此
雨

者
は
一

見
容
易
に

識
別

す
る

こ

と

が

出
摩
る

。

　

解
剖
に

使

用
す
る

動

物
は

生

き
紀

も
の

が

最
も

宜
し
い

が
、

目

的
に

依
つ

て

は
ク

p

ー
ム

酸
等
に

漬
て

置
い

把

も
の

が

好
郡

合
の

こ

と

も

あ
る

。

叉
生

き

た

赫
料
の

得
ら
れ

な

い

場

合
に

は

フ

、

ル

マ

理

學

博

士

石

　
川

千

代

松

　
リ

ン

或
は

稀
薄

な
る

ア

川

コ

ー

ル

中
に

保
存
し
た

も

の

で

も

宜

　
い

。

若

し

生
き

把

材

料
が

實
驗
に

供

し
得
ら
る

れ

ば

先
づ

其

皮

膚

　

に

黜
存
せ

る

多

數
の

有
色
細

胞
（

含

艮
善
藁レ
喜^
）
同

色

を

注

意

し
て

　

觀
察
し

、

そ
の

自

然
に

伸

縮

す
る

欺

態
を

賭

る
の

が

肝

要

で

あ

　

る
。

若
し
單
獨
で

自
由
に

伸

縮

し

な
い

場

合
に

は

細
い

杭

等
の

尖

　

端
を
以

て

接

觸
す
る

と

直
ぐ

伸
縮
す

る
。

遞
常
イ

カ
、

タ

コ

の

類

一〜
　

は

是

等
有
色
細

胞
の

伸
縮

に

依
つ

て

體
色
を
多
樣
に

變
化
す

る

が

　、
こ

れ

は

是

等
有
色
細
胞
に

分
流
せ

る

帥
經
の

作

用
に

依
り

誘
起
ぜ

一
　

ら
る

〉

反
應
に

外
な

ら
ん
の

で

あ

る
。

…い
　
　

海
岸
附
近
で

常
に

生
き

た

材

料

が

得
ら
る

れ
ば

申
分
が

な
い

が

一
　

否
ら
ざ
る

場

合
に

は

先
づ

體
色

變
化
の

斌
態
を

觀
察
し
だ

後
に
フ

〜
　

オ

ル

マ

リ

ン

叉
は

ア

ル

コ

ホ

ー

川

中
に

保
存
し
て

解

剖
に

取
り

掛

　

る

が

宜
い

。

フ

ォ

ル

マ

リ

ン

は

大｛
概
鵡

月
週
の

四

〇

96
の

も
の
一

に

　

水
一

九
位
の

割

令
に

調
合

し
た

も
の

を

用
ゐ

、

ア

ル

コ

ホ

ー

ル

は

　

三

〇

疫
位
の

も

の

が

適
し
て

居
る

。

併
し
此
場

合
に

は

最
初
二

日

　

計

二

％
位
の

ク

ロ

ー
ム

酸
中
に

浸
し
置
き

次
に

ア

ル

ロ

ホ

ー
ル

に
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號 五 十 掴 臼 三 第 誌 雜 學 物 動

移
す
か

、

或
は

亦
一

週

間
位
一

％
ク

・

ー

ム

酸
に

漬
け
て

置

き

次

に

前

記
の

割
合
に

調
合

し

亢
フ

、

ル

マ

リ

ン

に

移

し

換
へ

る
。

此

處
理

怯
は

祕
經

系
を

調
査

す
る

に

適
し
て

居
る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

磁

　

イ

ヵ

髀
の

位
置
に

就
い

て

は

遁
常
一

般
に

腕
の

荘
る

方
を

前

と

し
、

二

れ
と

反

罫
の

方
を

後

と

し
、

體
色
の

濃
厚

な
る

側

を

背

面

と

し
、

反
對
而
の

淡
色
の

側

を

腹
面
と
し
て

居
る

が
、

こ

れ

は

誤
で

、

他
の

軟
體

動
物
の

鱧
の

位
置
と
比

較
對

照
し
て

見

る

と

明
か

に

判

る
。

先
づ

第
一

圖
に

示

し
た

飴
原

軟
體
動
物
の

模
型
圖
に

就
て

見
る

と
、

前
方

な
る

頭
部
は

眼

及一
脚

肢
を

備
へ

口

は

そ
の

前

端
に

開

き
、

日

腔

の

腹
面
に

有
歯
舌
（、、
拝

妻
『

厂

じ

が

有
る
。

「
頭

部
の

商

ぐ
航
後

方
に

一

寸
し
た

境

界
が

め

つ

て

腹
面

め

足

部
に

迚
つ

て

居

る
。

體
の

　

　

背
面
は

稍
な

圓
錐

献
に

隆
起
し
て

居
る

が
、

之

は

内

臟

嚢
（

．

藷
f

D
　

　
回

昏
F

｝
葺
三ワ
）

で
、

其

縁
邊
は

體
の

周
圍
に

懸

埀

し
て

外
套
を

成

俾

し
、

後
部

舞
に

深
い

陷

入

が

あ

る
・

こ

れ

は

外

套

竺
こ

育

（

講

　

　

謡
）

　
0
ヤ

リ

イ

カ

リ
解

剖
手

引
　
（

石

川
）

　

三尸
二］
二
〇

＾
碁
く

5．
）

と

稱
す
る

部

分
で

あ
る
o

ロ

腔
に

績
け
る

淌
化
器

　

管
は

胃
（

ミ
む

及

腸
を

經
て

外

套
腟
に

開
け

る

肛

門
（

§
）

に

絡
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

淌
化
器

管
の

上
方

第
一

圖
。

飴

源

軟
最

動
糊

の

左

側
面

よ
ロ，
見
力
る

梗

型

圖

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

に．

體
臚

叉

は

園
心

腟
（
嘘

髄
｝

ざ

ξ
点
亳

一

ヨ
肖

一 冒（ぜ
ユ

彝

三一
乞

（
＃

二

曙
）

と

稱
す
る

一

の

腟
處
が

あ

つ

’

丶

内
に

心

室

（鳶

」
＜

ε
巳
（

」

ε

心

耳
（・・
鄭
鐸

二

牙
ε

よ

り

成
れ

る

心

臟

が

位
し
て

居
、
、

生
殖
器
（

受
、
，

顎・
＝

下

叶

』

9．
餮
ε

が

之

に

開
き

、

泌
尿
器
（

冨

貯

閉
。

喜凵・
峯
す

）

が

こ

れ

よ

り

起
り

肛

門
の

下

方
外
套
腔

に

開

通

⊥

て

居

る
。

祕
緯

系
は

頭

部
に

あ

る
一

双
の

腦
帥
經

球
？

雛
（
「．
「〔、
『
「

三

鵬騨
二

危…
≡
）

足

部

に

在

る

一

双
の

足

騨
經

球
（

寒

此
．

。

含

窒
彊
＝
c
＝

）

及
び

側

淋
經
球

ミ

H
一》
す冖
邑

乙

餮

養

亨
ゴ

）

と

内
臟
呻
經
球
（・．

π
＜断

養
耋一
覧・
三
鵬
一

伸

書
）

二

三
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「
、，

、

（212 ）大正
亠

！ 、年七月十五日

（

講

　
　
話
）

　
○

ヤ

リ

イ
ヵ

の

解

甜
手

引
　
（

石

川
）

と

よ
り

出

來
て

居
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

’

　

扨
て

第
二

圖
の

如
く

イ

カ

の

腕
を
四

方

に

擴
げ
て

、

下
方
に

向

け

反
對
の

尖
端
を
上
に

し
、

體

色
の

濃
厚
な
る

側

を

左
に

向
け

前

…
迺
の

始
原

軟
體
勦
物
の

體
位

と

比

較
對

照
し
て

見
る

と
、

腕
の

あ

る

方

即
ち

口

側
は

最

早
前

端
で

は

無
く
、

寧
ろ

前
腸
端
と

稱
す
る

方
が

要
當
と

な

る
。

而

し

て

長
大
な
る

胴

部

即
ち

内
臓

嚢
の

色

彩

の

濃

厚
な
る

側
は

前
而
で

、

淡
薄
色
の

方
は

後

面
と

な

る
（

第
一

及

二

圖
の

8
も．）

を

比

較
せ

よ
）

。

そ
れ

で

此
兩

面
は

前
背
面
〔
H
）

）

、

後
背
面
〔

H
） 、

）

と

呼

び

飃

別

せ

ら

る

べ

き

も
の

で
、

一

般

に

背
面

、

腹

而
と

稱
へ

て

居
る

側
は

共
に

背
面
で

あ
る

。

　

次
に

イ

ヵ

の

體
各
部
の

詳

細
に

渡
つ

て

は

逐
次
項
を

別
け

て

記

載
す
る

が
、

今
茲
に

そ

の

大
略

を

迹
ぺ

て

見
る

と
、

頭
腕
（

ヤ、、
罅
算

弓

三
）

及
觸
腕
（
、一、

臼
、

一 、
う・

碁^
・一卩一

萼

鬘
已

）

よ

り

成

れ
る

五

双
の

腕

と

漏

斗
（

 

11

｝
三

三
）

と

が

足

部

で
、

腕
の

中
央
に

口

が

開
き

、

そ
の

前

背
部
及
背
部

に

俗
に

ト

ン

ビ
、

カ

ラ

ス

と

稱
す
る

部
分
が

あ

つ

て

ロ

腔
内
に

有

齒
舌
（・．）

が

あ

る
。

ロ

腔
に

績
け
る

浩
化
器

管
は

斜
め

に

背
方
に

向
つ

て

走

り

筋
胃
（
＝

ミ

目
ソ
→

瑟・
＝

『
円

、
片

書
三
゜｝「

）

に

通
じ

そ
れ

か

ら

冒

嚢
（

＄
・

Oco

αp

隻
）

と

腸
に

別
れ

る
。

後
者
は

肛

門

（

§
）

に

因
つ 、
て

外
套
腔
八
罫

き
）

に

開
き
．

腸
の

前
面
に

あ

る

墨

嚢

（

さ

恥
H

三
内

か

養
）

は

肛
門
の

直

前
に

開
い

て

居
る

。

叉
そ
の

墨士
曩
の

直
ぐ

前
方

に

泌
尿
器
（〜
こ

が

あ

つ

て

内
方
は

醴

内
に

、

外
方
は

肛

門
の

前
方
に

て

外

套
腔
に

開
い

て

居
る

（

ぎ
）
．、

腸

管
の

後
方
に

心

臓
（

丶

匹）

存

在
し

、

そ
の

傍
に

鰓
（「、、
珪

O冖
§
陣（
穿

苳
）

が

あ
る
o

食
這

の

前
背
部
に

擴
れ

る

大
な
る

器
管
は

肝

臟
（

へ

雨

11

頚
く

龕
）

で
、

其

前

二

四

ヤ

　

に

長
い

甲
（

巷
11
℃
 

三

が

見

ら

れ

る
。

筋
胃
の

上

方
に

あ

る

長
い

　

罌
管
は

生

殖

器
（

も
） ．

で
、

そ

の

開
孔
即

ち

輸

卵
又
は

輸
精
の

開
孔

　
（

矯
01100

ヨ
鷙

巳

o冖）
o冖
忌
碗
）

は

心

臟
の

背
後
方
に

あ

る
。

筋
胃

盲
嚢

　

及
生

殖
器
の

存

在
ず
る

腔

處
は

體

腔
で

、

心

臟
を

圍
繞
せ

る

腔
と’

　

連
逋
し
て

居
る

第
一

及
二

圜
の

り

を

比
べ

見
よ
）

。

祕

經

系
は

三
双

｛
　

の

大
な

る

紳

經

球
よ
う

成
り

更
に

連
績
し
て

居
る

。

之

等
の

三

双

｝
　

と
は

腦
祕
纒
球
（
。

）

、

球
足

憩

經
へ

需
）

球

及
内
臟
酬

經
球

と

側

騨
經

…｝
　

球
と

融
合
せ

る

大
き

な

側

内
臟
紳
經

球

（

隱
−ー

コ
。

鬘

舅
ぎ
三

皿
　

讐
農
ぎ
ど

で

あ

る
。

な

ほ

足

祕

經
球
か

ら

下

方
に
一

双
の

大
き
な

　
　

神

經
球
が

分

れ
て

居
る

が
、

こ

れ

は

腕

祚

經
球
（

ε
目

訂

竃・
三

一……
　

馨
昌

胤

ぎげ
）

と

云
ふ

べ

き

も
の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　
、

一…

　

扨
て

こ

れ

よ
り

詳
細
に

渉

b
て

記
述
す

る

の

で

あ

る

が
、

茲

に

　
一

言
斷
b
置
き

は
い

の

は
、

此

解

剖
指
針
は

著
者
の

昔
時
に

英
文

…
　

に

て

記
載
し
て

置
い

だ

も
の

で
、

今
に

至

つ

て

見
る

と

不
足

の

點

…一
　

が
、

多
々

あ

る

事
で

あ

る

が
、

併
し
訂

正

増
補

す
る

暇
が

な

い

の

…
　

で
、

遺
械
乍
ら

其
穫

を

飜
譯
し
て

雜

誌
の

餘
臼

を

汚

す
事
と

し
た

一
　

多

少
な

b
と

譲

渚

諸
君

の

參
考

資
料
と

も

な

ら
ば

幸
甚

と

す

る

所

…
　

で

あ
る

。

…
　

　
（

A
）

外

觀

…冖
　

　
（

ご

（
診

）

圓
錐

形
の

長
い

内
臟

嚢
（
＜

ぎ〔
肖
笋

＝
三

≡

乙

と

其
背

　

三

分
の
一

の

左

右
に

附
看
せ

る

三

角
形
の

鰭
（
岡

ぎ
）

を

見
よ

。

　

　
　
　
（

ε

可

動

的
の

頭
（

昌
2’
（

ご
。

（

イ
）

其
前

腹
端
に

あ
る

五

對

　

の

腕
（
ン
弓

三
の）

（

ロ

）

腕
の

中

央
に

あ

る

口

（

と
堯
笛

X
ハ

）

口

の

内

　

よ
ら

尖
端

を

突
出

し

て

居
る

鸚
鵡
の

嘴
に

似
π

る

顎
（・
歹

毒
）

が
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卩

號 五 十 ．四 百 三 第 誌 雜 學 物 動

り
（

一一
）

ロ
の

岡
圍
に

薄
い

唇
（

O
色

崔

窪
旨
鬥・
葺
ε

が

あ

つ

て

こ

れ

に

五
對
の

口

觸
手
（
O
碁

厂

酔

窪
什

苳

『
）

見
ら
れ

る
。

（

ホ

）

頭
の

左
右

雨
側
に

大
き

な
眼
（

芽
。

．）

が

あ
る

が

そ

れ

は

透

明
な

皮

膜
（

第
二

角
膜
。。
。

3
乱
髯

図

…

墓・・
と

云

ふ
）

で

蔽
は

れ
て

居

る
。

第
三

角

膜
に

は

前
方
に

小

さ

な
穿
孔
が

ゐ

つ

て
、

眼
腔
と

體

外
と

が

遞
じ

て

居
る
o

（
へ

）

眼
の

土

に

小
さ

な

嗅
管
の

皮

績
（

O
憲
話

零
コ
＝）
薦

撃）

が

あ
る

。

（

ど

頸
の

後
側
か

ら
、

管
状
の

水

管
叉

は

漏

斗

（
5慶

7

℃

ざ
こ

が

突
出

し
て

居
る

。

　

　
傭

）

内
臟

嚢
の

前
端
ほ

頭
と

密
着
せ

す

自
在
に

絡
b

、

體
の

後
側
の

方
で

は

其

皮

膚
の

下
に

大
き

な

腔
處

（

外

套
腔

レ

寔

〒

　

　

　
　

　
ノ

幕
。

ヌ．
詳
図
）

が

出

來
て

居
る

。

外

套
嚢
を

包
ん

で

居
る

膜
を

外

套

（

罫・
三

5
と

云
ふ

。

抄

録

●
雙
胎
の

犢
に

現
は

る

」

中

間
性
の

研
究

　

い

百
目
F

甲’°
一｛
1L
．
ご
乙

宰
臼

シ
H°
三一
こい
鱒
’

こα冖
二

自

鴇

o「
二

る

レ广・
多）
＝

冖
ら

　
蔓．
同

鼠
自
巳
9一
。
乢

罫

二

5
野〕
鼻
二

冒
爭

つ

コ
ポ

三
β・°ー
パ．．
臼

窪
7

冨

昌
睾
N
。

。

ゴ”．”

　
ノ同
。

ピ

図

客

＝
H。

彡｝’

ド

冨一
¶°

〕

牝
と

牡

と
が

雙

胎
と

な
つ

て

産
れ

た

場

合
、

牝
の

方
を

英
語
で

『

フ

リ

ー
・

マ

ー

ヂ
ン

』

と

呼
ぶ

、

牛
に

あ
つ

て

は

此
の

牝
は

概
し

場

　

て

仔

を

産
む

能

力
が

缺
け
て

居
り

、

生

殖

器
の

外

觀
は

雌
型

で

あ

御

　

み

が

内
部

は

雄

型

で

あ

る
、

此
の

樣
に

不

姙
の

『

フ

リ

ー
・

マ

ー

ヂ

（

抄

　
　

鎌
）

　
O
雙
船
の

頼
に

現

に

る

玉

中

間

性

の

概
究

　
ソ

』

の

生
す
る

現

象
は

牛
に

特

有
で

、

羊
や
山

羊
な
ど

に

見
ら
価

　

彪

と

云
ふ

確
證
が

無
い

、

入

間
に

も

同
樣
の

云

ひ

傳
へ

が

あ
る

が

　

統

計
の

示
す
所
で

は

決
し
て

事
實
で

な
い

。

　
　
09

』

の

報
告
に

よ

る

と

雙
胎
の

例

三

百

三

個
の

う
ち

、

二

仔

　

共
に

鮭
の

場
合
が

四

三

例
、

共
に

牝
の

場

合

が

八
八

例
、

牝
牡
か

ら

｝
　

成
る

場

合
が
一

六
五

例
あ

つ

陀

（

外
に

品
胎
が

七
例
）

、

著
者

の

…
　

見
だ

の

は

五

五
例
の

う
ち

牡
の

み

の

場

合
一

九

例
、

牝
の

み
の

も

　
の

一

一

例
，

雨
性

よ
6

成
る

も
の

二

四

例
（

外
に

甚
幼

弱
に

し

て

　

牝
壮

を

識
別
し
兼
ね
陀

も
の
一

例
）

あ
つ

控
。

此
の

牡
と
一

緒
に

　

産
れ
た

牝
即

ち

所
訓

商

『

フ

リ

ー
・

マ

ー

ヂ
ン

」

は
、

そ
の

＝
二

％

を

　

除

く

八

七
96
迄
は

不

姙
で

あ
つ

て
、

前

記
の

（ 、（）

篝
の

外
、

伍
り
H

甲

（

琵
〜

妻
三、

b
蔦

蓴
オ

の

諸
氏
は

之

を

變
性

し
た

壮

と

考
へ

　
て

居
る

の

で

あ

る

が
、

著
溢
は

之

を

以
て

本

來
の

牝
な

り

と

し

胎

　

内
で

對

手
の

牡

が

丗

す
ホ

川

モ

ー
ソ

に

依
つ

て

變
化
を

う

け

雄
型

　

を

示

す

樣
に

な
つ

た

も
の

だ

と
士
亠

張

す
る

9

　
　

先
づ

斯

く

性
を
異
に

し
た

雙

胎
は

果

し
て

別

個
の

卵
に

發

し
た

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
コ
　

リ

　
す

ン

　

る

や
洞
二

の

卵
の

分
裂
に

因
る

や

を

定
の

る

た

め

に

賑
絡

膜
が

共

　

通
な
り

や
否
や

を
檢
し
た

る

に
．

意
外
に

も

極

少
數
の

場

合
を

除

　

き

殆
ど

常
に

共

同
の

脈
絡

膜

が
二

個
の

胎

児
を

包

ん

で

居

る

を

知

　

つ

た
、

即
ち

元

來
別

佃
の

卵
に

發
し
て

後
に

賑
絡
膜
の

融
着
す
る

　

事
が

あ
る

ら

し
い

、

そ
の

脈
絡

膜
が

共
迺
で

無
い

少
數

の

揚
合
に

　

は

「

フ

リ

ー
・

マ

ー

ヂ
ソ

」

は

何

等
の

異
常

を

呈
せ

ざ
る

牝
で

あ
つ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
コ

ル
ノ

スコ
ル

ナ

ウ

ム

　

把
、

仍
ち
ム

⊥

つ

の

標
準

と

し
て

卵
巣
に

黄

　
體

が
二

個
あ

り

　

や
一

惆
に

止
る

や

を

臉

し
た

が
、

卵
巣
を
檢
し

得
π

限
り

に

於
て

二

五
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